
 
     

 

甲
き
の
え
の 

辰た

つ 

年 
 

今
年
の
干
支
は
「
甲
辰
」
で
す
。
干
支
と
は
、
正
式
に

は
「
十
干

じ
っ
か
ん

十
二
支

じ
ゅ
う
に
し

」
と
い
い
、
十
干
と
は
甲
乙
丙
丁
戊
己

庚
辛
壬
癸
の
十
か
ら
成
り
、
十
二
支
は
子
丑
寅
卯
辰
巳

午
未
申
酉
戌
亥
の
十
二
か
ら
成
り
ま
す
。 

十
干
と
は
、
木
火
土
金
水
の
五
行
を
基
本
と
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
陽
年
、
陰
年
の
二
年
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

陽
年
は
兄(

え)

、
陰
年
は
弟(

と)

と
し
、
陰
陽
五
行
説
と

組
み
合
わ
せ
、
十
年
一
回
り
の
暦
法
の
一
つ
で
す
。 

十
二
支
と
は
そ
の
木
火
土
金
水
か
ら
成
る
、
生
命
が
、

誕
生
か
ら
次
の
生
命
へ
遷
移
す
る
ま
で
の
生
命
の
う
ご

き
を
表
し
た
も
の
が
本
義
で
、
覚
え
や
す
い
よ
う
に
動

物
が
当
て
は
め
ら
れ
、
十
二
年
一
回
り
の
暦
法
で
す
。 

そ
の
本
年
の
干
支
「
甲
辰
」
を
読
み
解
き
ま
す
と
、 

十
干
の
「
甲(

き
の
え)

」
の
字
の
原
義
は
、
尾
を
引
い
た

亀
を
表
し
て
お
り
、
古
代
で
は
亀
卜
と
い
っ
て
、
大
事
な

物
事
を
始
め
る
前
に
は
、
亀
の
甲
羅
を
焼
き
、
そ
の
割
れ

目
で
吉
凶
を
判
じ
て
い
た
事
か
ら
、
物
事
の
始
ま
り
を

表
す
甲
は
十
干
の
始
ま
り
に
当
て
ら
れ
て
い
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
十
干
に
お
け
る
甲
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
木
性
の
陽
年(

木
の
兄)

を
指
し
、
亀
の
甲

羅
の
よ
う
に
固
い
種
子
か
ら
、
芽
が
出
て
、
樹
木
が
雄
々

し
く
伸
び
上
が
る
様
を
表
し
、
ま
た
「
か
ん
高
い
声
」
の

「
か
ん
」
は
甲
の
字
が
充
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
上
に

突
き
抜
け
る
よ
う
に
伸
び
る
事
も
意
味
し
ま
す
。 

十
二
支
の
「
辰
」
の
字
は
、
元
々
は
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の

二
枚
貝
が
殻
を
閉
じ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
足
を
出
し

て
い
る
姿
が
漢
字
と
し
て
の
原
義
で
あ
り
、
そ
の
足
が

ぷ
る
ぷ
る
と
動
く
様
が
「
振
」
の
意
味
に
捉
え
ら
れ
、
動

き
始
め
を
意
味
す
る
字
と
な
り
ま
し
た
。
辰
の
刻
と
は

午
前
八
時
頃
で
あ
り
、
人
々
が
活
動
を
始
め
る
時
間
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
動
き
が
活
発
に
上
り
調
子

に
な
る
様
を
、
架
空
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
上
か
ら
天
上

へ
と
駆
け
上
が
っ
て
い
く
「
龍
」
に
充
て
ら
れ
、
現
在
で

は
干
支
の
辰
は
龍
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
甲
辰
の
年
を
総
じ
て
判
じ
ま
す
と
、
殻
か
ら
上

に
向
か
っ
て
一
気
に
動
き
始
め
る
年
と
い
え
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
年
始
の
災
害
を
思
い
ま
す
と
、
上
ば
か
り

で
は
な
く
、
下
、
ま
わ
り
へ
の
安
全
に
も
配
慮
す
べ
き
年

と
、
大
神
さ
ま
の
お
諭
し
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
ど
う

ぞ
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
こ
の
年
は
安
全
を
念
頭
に
、

様
々
な
事
に
お
い
て
伸
び
動
き
ゆ
く
年
と
な
り
ま
す
事
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 
 

 

   

 

厄
年
の
御
祈
祷 

当
宮
で
は
厄
年
の
厄
除
け
祈
祷
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

左
表
に
も
あ
り
ま
す
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
厄
年
が
ご
ざ
い
ま
す

が
、
特
に
数
え
年
の
男
性
四
十
二
才
（
昭
和
五
十
八
年
生
）
、
女
性

三
十
三
才
（
平
成
四
年
生
）
の
本
厄
の
方
は
、
大
き
な
厄
年
と
な

り
ま
す
。
当
宮
で
の
御
祈
祷
は
ご
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に

お
電
話
か
メ
ー
ル
等
で
ご
予
約
下
さ
い
。(

初
穂
料
五
千
円) 

   

・
御
本
社(

神
山
町)

＝
〇
六
❘
六
三
六
一
❘
二
八
八
七 

  

・
御
旅
社(

茶
屋
町)

＝
〇
六
❘
六
三
七
一
❘
一
五
八
六 

         
 

 

今 
月 
の 

暦 

【
御
旅
社
授
与
所(
茶
屋
町) 

御
朱
印
平
日
受
付
日
】 

一
月
廿
五
日(

木) 
十
三
時
～
十
七
時
の
予
定 

               

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
二
二
六
号 

 

 

綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

【
祭
礼
】 

                  

【
節
気
】 

     

【
雑
節
】 

      

【
大
安
】 

 

【
朔
望
】 

  

【
祝
日
】 

    

【
旬
】 

 

[

野 

菜] 

大
根
、
蕪
、
水
菜
、
春
菊
、
海
老
芋
、
ク
ワ
イ
、
七
草 

[

果 

物] 

柑
橘
類
、
リ
ン
ゴ
、
レ
モ
ン(

国
産) 

[

魚
介
類] 

フ
グ
、
ヒ
ラ
メ
、
ブ
リ
、
キ
ン
メ
、
タ
ラ
、
ワ
カ
サ
ギ 

[

そ
の
他] 

小
豆
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
葛
根
、
納
豆
、
早
咲
き
の
梅 

 

歳
旦
祭(

元
日)…

神
事
の
み 

歳
の
始
め
の
元
旦
を
寿
ぐ 

筆
始
祭(

二
日)…

神
事
の
み 
書
の
三
筆
、
三
聖
ゆ
か
り 

元
始
祭(

三
日)…

神
事
の
み 
宮
中
三
殿
鎮
座
の
日 

皇
位
の
元
始 

若
菜
祭(

七
日)…

神
事
の
み 

七
草
粥 

古
く
は
人
日
と
も 

と
ん
ど
祭(

十
五
日…

御
本
社
に
て
古
し
め
縄
お
焚
き
上
げ) 

初
天
神
祭(

廿
五
日)…

神
事
の
み 

年
初
の
天
神
さ
ま
ご
縁
日 

  

小
寒(

六
日)…

こ
れ
よ
り
寒
中
。
寒
中
見
舞
い
は
十
六
日
か
ら
。 

大
寒(

廿
日)…

一
年
で
最
も
寒
い
頃
。
み
そ
ぎ
、
寒
稽
古
の
時
期
。 

  

初
ま
い
り…

水
天
宮(

五
日)

、
住
吉(

九
日
・
初
卯)

、
え
び
す(
十
日)

、 

鏡
開
き(

十
一
日)…

元
日
に
お
供
え
し
た
お
餅
を
食
べ
る 

旧
元
日(

二
月
十
日) …

旧
暦
の
お
正
月
元
日
。
中
国
で
は
春
節
と
も 

 

一
月
六
日
、
十
六
日
、
廿
二
日
、
廿
八
日 

   

下
弦(

四
日)

、
朔
月(

十
一
日)

、
上
弦(

十
八
日)

、
満
月(

廿
六
日)

 

  

元
日(

一
日)…

年
始 

成
人
の
日(

八
日)…

平
成
十
二
年
か
ら
一
月
第
二
月
曜
に
な
っ
た 

   

謹
み
て
、
先
頃
発
生
し
た
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に 

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

 


